
スケール感は違っても、次の二つの文章が描く関係性には共通点があるように思えます。
・人の活動は、環境に対して様々な影響を与えています。今、環境を健やかな状態に維持する
べく、人間活動と環境の調和を、生態学的観点から探る取り組みがなされています。
・腸内細菌の活動は、人に対して様々な影響を与えています。今、人を健やかな状態に維持す
るべく、腸内細菌活動と人の調和を、生態学的観点から探る取り組みがなされています。
人は生態系を構成する要素であると同時に、自身にも内なる生態系を抱えています。
本セミナーでは、内なる生態系からのメッセージとも言える、腸内細菌の代謝物に焦点を当て
た研究例、また、代謝産物の応用例を紹介し、健やかな腸内細菌・人・環境に思いを馳せてみ
たいと思います。みなさんの頭の中に、生態系マトリョーシカが浮かびあがるかも・・・。
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